
琵琶湖の「水草」

①

② ③

① 抽水植物（ちゅうすいしょくぶつ）

② 浮葉植物（ふようしょくぶつ）

③ 沈水植物（ちんすいしょくぶつ）

このほかに、土に根を張らずに

水に浮かぶ「浮遊植物」という

仲間もいるよ！

ふゆう



琵琶湖の「水草」

沈水植物が増えすぎている？

沈水植物が増えすぎると起きる問題

・漁業への影響（船が出せない、網に水草がからまる）

・いきものへの影響（水中の酸素がなくなり、いきものが暮らし
づらくなる）

・生活への影響（くさった水草の悪臭、流れ着いた藻で景観が悪い）



琵琶湖の「水草」

滋賀県や様々な団体、漁師などが協力して、水草の対策が行われています



琵琶湖の「水草」

「水草」はどんなふうに利用されていた？

抽水植物（ちゅうすいしょくぶつ）の場合

・よしずやすだれの材料（ヨシ）
・むしろ織りの材料（マコモ、ガマ）
・蚊取り線香の代わり（ガマの穂）
・薬（マコモやショウブの葉） ・食用（ヒシの実）

沈水植物（ちんすいしょくぶつ）の場合
・肥料 ・乾かして、トイレットペーパー代わりに使った などなど



琵琶湖の「水草」

長浜市の建設会社・明豊建設では
水草を原料にした肥料「湖の恵」
（このめぐみ）を開発・販売しています

琵琶湖の水草をつかったガラス
工芸品「琵琶湖彩（びわこいろ）」
ガラス作家・神永朱美さんの作品

水草からエネルギーを
作れないかな？



琵琶湖の「水草」

侵略的外来水草の対策

オオバナミズキンバイ
南アメリカ、北アメリカ南部原産。水そうやビオトープに
いれるために輸入・販売され、野生化したといわれています。
ネットのように水面をおおって、ほかの植物の生育をさま
たげてしまうほか、水中に光が届かないことによる他のいき
ものへの影響、水田や水路への侵入などが問題となって
います。


